


























た、同じ性質を持つとされる三浦氏と仁治二年（一二四一）十一月二十九日に騒動を起こしている。そして、執権北条時頼の長子の時輔と姻戚関係を結 、北条氏に接近し いき立場 安定を図ってい 長村が活動していた頃は幕府内で執権政治の確立から得宗専制への変質の時期であり、そのことが影響し小山氏自体の立場の変化があった転換期であったといえる










条氏中心の儀礼に変質し始めるとその影響を受け、参加形態に変化 生じる。それ 対して長村 時期の は 北条氏の主催する垸飯 参加という形をとるも で 朝政 や剣役ではなく、行縢 に限定される関与であるが、依然として垸飯において役割 持った参加をしている。
以上のように小山氏は幕府初期において 将軍権力を支える有力御家人としての政治的地位を有しており、執権政
治の確立期から得宗専制への移行期では、長村期における垸飯への関与が示しているように、依然として有力御家人として 地位を維持している。このよう 小山氏は鎌倉時代を通して 強大な力 持った御家人 一人 存在していた。
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